
令
和
七
年
八
月
一
日
発
行

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　

第
百
七
十
八
号

夏を感じる出会い

【第2回定例会】　　　　　 町政を問う 一般質問
●加藤重夫　学校の防犯対策について
●浮田孝雄　｢学校｣の有りようについて　ほか６件
●野市裕司　いじめ問題について
●東　貴之　ゴミのポイ捨て問題について

【第２回臨時会】各委員会の構成を変更

●1 議会だ よ り



令和７年第２回定例会令和７年第２回定例会
　第２回定例会は６月５日に招集され、会期を１日として開会しました。
　諸般の報告、行政報告、教育行政報告が行われ、一般質問は４名の議員が計 10 件の質問
を行いました。
　付議事件は、条例の一部改正２件、令和７年度各会計補正予算３件、工事請負契約の締結
１件、人事案２件、会議案１件、意見書案２件を慎重に審議し、いずれも原案のとおり可決
しました。

 

●
由
仁
町
特
定
教
育
・
保
育

施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育

事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
及
び
由
仁
町

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

条
例
の
基
準
で
あ
る
厚
生

労
働
省
令
等
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
の
施
行
に
と
も
な

う
改
正

●
由
仁
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　

地
方
税
法
施
行
令
等
の
一

部
を
改
正
す
る
政
令
の
施
行

に
と
も
な
う
改
正

●
由
仁
町
公
営
住
宅
北
栄
団

地
６
号
棟
建
替
工
事
請
負
契

約
の
締
結
に
つ
い
て

（
契
約
金
額
）　

　

 

９
，
３
４
６
万
７
千
円

（
契
約
の
相
手
方
）

　

 

株
式
会
社 

伊
藤
工
務
店

●
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

に
つ
い
て

　

黒
瀨
美
智
子
氏
（
三
川
泉

町
）
の
選
任
に
同
意

●
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

川
合
俊
幸
氏
（
岩
内
）
の

選
任
に
同
意

●
議
員
派
遣
に
つ
い
て

　

研
修
会
参
加
に
対
す
る
議

員
派
遣
に
承
認

●
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
の

実
現
に
資
す
る
森
林
・
林
業

・
木
材
産
業
施
策
の
充
実
・

強
化
を
求
め
る
意
見
書
に
つ

い
て

　

右
記
の
意
見
書
を
採
択
し
、

衆
参
両
議
院
及
び
関
係
省
庁

へ
提
出

●
国
内
農
業
を
犠
牲
と
し
な

い
日
米
関
税
交
渉
な
ど
を
求

め
る
意
見
書
に
つ
い
て

　

右
記
の
意
見
書
を
採
択

し
、
衆
参
両
議
院
及
び
関

係
省
庁
へ
提
出

〈
条
例
の
一
部
改
正
〉

〈
工
事
請
負
契
約
の
締
結
〉

〈
人
事
案
〉

〈
会
議
案
〉

〈
意
見
書
案
〉

財
産
の
無

償
貸
付
け

（単位：千円）
令和７年度各会計補正予算は、原案のとおり可決しました。

令和７年度補正予算を可決

会　計　名
補正前の額 補正額 補正後の額

主な内容

一 般 会 計
５，９０１，７０１ ２６８，９３３ ６，１７０，６３４

畑作物産地生産体制確立・緊急対策事業補助金などの追加
町税の増額および事業実施にともなう補助金の追加

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 会 計
８７０，０８１ ２，６６３ ８７２，７４４

国保システムのガバメントクラウド移行にともなう経費の追加
基準所得確定などによる保険税の追加

後期高齢者医療会計
１２０，０６４ ２，０９０ １２２，１５４

子ども・子育て支援金制度の創設にともなうシステム改修経費の
追加
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　現在、町内の民間バス路線は、北海道中央バス株式会社により（岩
見沢由仁線、岩見沢長沼線の）２路線が運行されていますが、利用
者の減少にくわえ、深刻な従業員不足により、 企業努力をもってし
ても路線維持が大変厳しい状況であるとの報告を受けています。
　このような状況のなか、中央バスから南空知を運行するバス路線
の関係市町に対して「岩見沢由仁線の廃止など」について、協議の
申し出があり、これを受けて当町と岩見沢市、栗山町、長沼町の１
市３町で高校生の通学の足の確保を軸に慎重に協議を重ねてきまし
た。
　その結果、岩見沢由仁線については、乗降者数調査において、１
便当たり乗車人員が 1.2 人で、乗客が全くいない便も多くあり、かつ、
高校生の通学に影響のないことから、廃止もやむを得ないものとの
結論に至り、本年９月をもって廃止となります。

　設備事業の ｢庁舎受水槽取替工事｣ は、５月８日に着工し、現在、
工事の準備中で本年９月 30 日に完成の予定となっています。
　同じく、設備事業の ｢庁舎電話交換機入替工事｣ は、５月８日に
着工し、現在、工事の準備中で本年 11 月 30 日に完成の予定となっ
ています。
　土木事業の ｢三川本通り線道路改築工事｣ は、５月 16 日に着工し、
現在、工事の準備中で本年 12 月１日に完成の予定となっています。
　建築事業の ｢職員住宅２号棟２階外壁修繕工事｣ は、５月 30 日
に着工し、現在、工事の準備中で本年９月 30 日に完成の予定となっ
ています。
　｢ゆにガーデン照明器具 LED 化工事｣ および ｢由仁町民プール照
明器具 LED 化工事｣ は、５月 30 日に着工し、現在、工事の準備中
で本年 10 月 31 日に完成の予定となっています。

　５月１日現在、小中学校全体で 18 学級 264 名となり、昨年度と
比較すると、学級数は増減がなく、児童生徒数は 11 名の減となっ
ています。
　教職員数は小中学校計 39 名で、小学校の特別支援学級の減によ
り昨年度から２名少ない配置となっています。

　４月８日に小中学校入学式を挙行しました。
　また、５月 30 日は中学校の体育大会を実施し、６月７日には小
学校の運動会を予定しています。
　由仁中学校の修学旅行については、東京方面に５月 14 日から２
泊３日の日程で実施しました。由仁小学校の修学旅行は、登別・留
寿都方面に７月９日から１泊２日の予定で出発します。

行政報告（町長）
中央バス路線の廃
止について

主な工事の進捗状
況について

町内小中学校の状
況について

教育関係行事につ
いて

教育行政報告（教育長）
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加
藤
議
員

　

本
来
、
学
校
は
夢
を
育
む
安
全
で

楽
し
い
場
所
で
な
け
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
が
、
先
月
、
東
京
都
の
小
学

校
で
ト
ラ
ブ
ル
を
め
ぐ
る
面
談
後
に

知
人
男
性
を
呼
び
、
暴
力
行
為
に
発

展
し
た
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。

　

当
町
の
児
童
生
徒
が
安
心
安
全
に

学
ぶ
た
め
の
防
犯
対
策
に
つ
い
て
う

か
が
い
ま
す
。

教
育
長
答
弁

　

当
町
で
は
、
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
定
め
て
対
応
し
て
お
り
、
玄
関

の
施
錠
管
理
の
徹
底
や
訪
問
者
が
不

審
者
で
は
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い

ま
す
。　

　

ま
た
、
警
察
署
員
の
指
導
に
よ
る

教
職
員
の
「
さ
す
ま
た
」
訓
練
や
教

育
委
員
会
や
警
察
署
と
連
携
し
、
情

報
共
有
と
迅
速
な
対
応
が
可
能
な
体

制
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
保
護
者
と
の
対
話
、
早

期
相
談
、
情
報
共
有
に
よ
り
、
ト
ラ

ブ
ル
の
深
刻
化
を
防
ぐ
よ
う
努
め
て

い
ま
す
。

加
藤
議
員
（
再
質
問
）

　

東
京
都
の
事
件
を
目
撃
し
た
児
童

に
は
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど

に
よ
っ
て
丁
寧
な
対
応
を
図
る
と

し
て
い
ま
す
が
当
町
の
対
応
は
ど
う

か
、
ま
た
、
不
審
者
侵
入
を
防
ぐ
３

段
階
チ
ェ
ッ
ク
体
制
、
侵
入
し
た
場

合
の
非
常
ベ
ル
、
子
供
た
ち
へ
の
訓

練
な
ど
の
状
況
に
つ
い
て
う
か
が
い

ま
す
。

教
育
長
答
弁

　

当
町
は
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
活

用
事
業
に
よ
り
、
児
童
生
徒
が
抱
え
て

い
る
課
題
に
心
理
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
し

て
い
ま
す
。

　

３
段
階
チ
ェ
ッ
ク
体
制
に
つ
い
て

は
、
小
中
学
校
に
校
門
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
死
角
も
な
い
の
で
学
校
の
内
外
か

ら
監
視
で
き
ま
す
し
、
玄
関
の
施
錠
も

し
て
い
ま
す
。

　

非
常
ベ
ル
の
設
置
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
夜
間
は
警
備
シ
ス
テ
ム
を
設
置

し
、
警
備
会
社
と
連
絡
体
制
を
整
え
て

い
ま
す
。

　

子
供
た
ち
に
は
、
警
察
署
職
員
に
よ

る
不
審
者
侵
入
時
の
訓
練
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

浮
田
議
員

　

地
方
公
共
団
体
が
設
置
者
と
な

り
、
小
中
学
校
が
あ
り
ま
す
。
所
管

は
教
育
委
員
会
で
す
。

　

現
場
の
学
校
と
教
育
委
員
会
の
関

係
が
一
致
し
て
い
な
い
よ
う
に
見
え

ま
す
。

　

学
校
の
主
体
意
義
は
子
供
た
ち
へ

の
教
育
で
す
。
将
来
、
子
供
た
ち
が

キ
ラ
リ
と
光
る
た
め
に
は
、
関
係
者

が
力
を
一
つ
に
し
た
教
育
が
必
要
で

す
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
、
学
校
の
意

義
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

う
か
が
い
ま
す
。

教
育
長
答
弁

　

学
校
教
育
の
目
的
は
、
児
童
生
徒

個
人
の
人
格
の
完
成
に
あ
り
ま
す
。

　

児
童
生
徒
が
一
人
ひ
と
り
将
来
の

夢
を
も
ち
、
挑
戦
し
続
け
る
、
そ
ん

な
15
歳
を
育
て
る
こ
と
が
由
仁
町
の

教
育
方
針
で
す
。　

　

豊
か
な
国
際
感
覚
、
異
文
化
理
解

と
人
権
意
識
を
身
に
つ
け
、
国
際
社

会
に
挑
戦
す
る
人
、
ふ
る
さ
と
由
仁

を
愛
し
、
と
も
に
未
来
を
創
造
し
、

夢
に
向
か
っ
て
挑
戦
す
る
人
、
こ
の

よ
う
な
人
間
を
育
て
る
こ
と
が
由
仁

町
の
学
校
の
役
割
で
す
。

 

浮
田
議
員
（
再
質
問
）

　

教
育
を
す
る
の
は
校
長
や
先
生
で

す
。
そ
の
う
え
に
文
科
省
、
都
道
府

県
、
教
育
委
員
会
が
あ
り
ま
す
。

　

キ
ラ
リ
と
光
る
子
供
た
ち
が
活
躍

す
る
た
め
に
、
学
校
の
自
由
裁
量
を

認
め
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

す
か
。

教
育
長
答
弁

　

お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
、
教
育
権
は

学
校
や
先
生
に
あ
り
ま
す
。

　

学
校
が
教
育
方
針
・
目
標
を
達
成

す
る
た
め
の
環
境
整
備
を
行
う
こ
と

が
教
育
委
員
会
の
役
割
で
す
。

浮
田
議
員
（
再
質
問
）

　

現
場
を
知
ら
な
い
教
育
委
員
会
が

学
校
維
持
、
ま
た
、
教
育
へ
の
予
算

措
置
を
し
て
、
子
供
た
ち
の
教
育
に

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
か
。

　
「
こ
う
い
う
財
源
が
必
要
だ
」
と
学

校
の
裁
量
で
、
あ
る
程
度
予
算
の
枠

を
認
め
な
い
と
、
こ
の
議
論
は
繰
り

返
さ
れ
ま
す
。
ど
う
考
え
ま
す
か
。

加藤議員加藤議員

一般
質問学

校
の
防
犯
対
策
に
つ
い
て

Ｑ�

学
校
の
防
犯
対
策
に
つ
い
て

う
か
が
う

Ａ�

危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
定

め
て
対
応

浮田議員浮田議員

「
学
校
」
の
有
り
よ
う
に

つ
い
て

Ｑ�

小
中
学
校
の
意
義
は

Ａ�

児
童
生
徒
の
人
格
の
完
成
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教
育
長
答
弁

　

湯
水
の
よ
う
に
予
算
が
あ
る
訳
で

は
な
い
の
で
、
学
校
の
要
求
を
聞

き
、
町
長
部
局
と
も
相
談
し
、
な
る

べ
く
要
求
を
か
な
え
て
い
く
よ
う
に

努
力
し
ま
す
。

浮
田
議
員

　

学
校
の
運
営
責
任
者
は
校
長
で

す
。
学
習
指
導
要
領
を
も
と
に
学
校

教
育
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

当
町
の
学
校
管
理
規
則
に
は
、

「
学
校
は
、
当
該
学
校
の
教
育
活
動

そ
の
他
の
学
校
運
営
の
状
況
に
つ
い

て
、
自
ら
評
価
を
行
い
、
そ
の
結
果

を
公
表
す
る
」
、
「
学
校
は
評
価
の

結
果
を
教
育
委
員
会
に
報
告
す
る
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

評
価
の
結
果
を
教
育
委
員
会
は
ど

の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
の
か
う
か

が
い
ま
す
。

教
育
長
答
弁

　

平
成
19
年
の
学
校
教
育
法
改
正
に

よ
り
学
校
評
価
が
法
定
化
さ
れ
ま
し

た
。

　

当
町
で
も
、
小
中
学
校
で
学
校
経

営
評
価
の
自
己
評
価
や
第
三
者
評
価

を
実
施
し
、
年
２
回
、
各
校
長
・
教

頭
と
意
見
交
換
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
経
営
に
お
け
る
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
う
ま
く
回
し
て
い

け
る
よ
う
指
導
・
助
言
を
し
て
い
ま

す
。

　

学
校
評
価
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、

学
校
経
営
、
学
力
、
体
力
向
上
、
い

じ
め
、
不
登
校
問
題
、
働
き
方
改
革

な
ど
様
々
な
観
点
か
ら
学
校
が
自
己

評
価
し
、
課
題
や
問
題
を
改
善
し
、

学
校
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
と
受
け

と
め
て
い
ま
す
。

浮
田
議
員
（
再
質
問
）

　

評
価
の
種
類
に
自
己
評
価
、
関
係

者
の
評
価
、
第
三
者
評
価
が
あ
り
ま

す
が
、
文
科
省
の
末
端
へ
の
指
導
と

考
え
て
よ
ろ
し
い
で
す
か
。

教
育
長
答
弁

　

学
校
評
価
は
法
で
決
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
学
校
経

営
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
う
ま
く

回
し
て
い
く
た
め
に
必
要
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

浮
田
議
員
（
再
質
問
）

　
学
校
の
運
営
責
任
者
は
校
長
で
す
。

　

教
育
委
員
会
の
小
中
学
校
に
対
す

る
運
営
の
部
分
の
責
任
は
ど
こ
に
あ

り
ま
す
か
。

教
育
長
答
弁

　

学
校
経
営
の
責
任
者
は
校
長
で

す
。

　

教
育
委
員
会
は
学
校
経
営
を
う
ま

く
回
し
て
い
け
る
よ
う
、
指
導
・
助

言
を
し
ま
す
が
、
学
校
経
営
の
責
任

者
は
校
長
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

浮
田
議
員

　

小
中
学
校
で
使
用
し
て
い
る
教
科

書
は
、
出
版
社
が
編
集
し
、
文
科
省

の
教
科
書
検
定
を
ク
リ
ア
し
た
も
の

だ
け
が
授
業
で
使
え
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
ど
の
教
科
書
を
使
用

す
る
か
を
決
め
る
の
は
、
教
育
現
場

の
校
長
や
先
生
で
は
な
く
、
教
育
委

員
会
が
決
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

検
定
審
議
会
の
検
査
意
見
が
主
と

な
り
、
教
科
書
出
版
社
は
検
定
意
見

に
し
た
が
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
選
定
し
た
教

科
書
の
内
容
に
つ
い
て
、
児
童
生
徒

に
ど
の
程
度
の
理
解
度
を
求
め
て
い

る
の
か
、
ま
た
、
中
央
教
育
審
議
会

が
２
０
３
０
年
ま
で
に
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
使
っ
た
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の

正
式
教
科
書
化
を
決
め
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
の
紙
か
、
デ
ジ
タ
ル
か
、

両
方
な
の
か
難
し
い
判
断
が
必
要
で

す
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
う
か
が
い
ま
す
。

教
育
長
答
弁

　

教
科
書
は
、
学
習
指
導
要
領
に
も

と
づ
き
児
童
生
徒
が
必
要
な
知
識
や

技
能
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
基
本
的

な
教
材
で
す
。

　

確
実
に
理
解
で
き
る
よ
う
指
導
を

行
う
と
い
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

児
童
生
徒
の
学
習
状
況
を
教
員
が

把
握
し
、
個
々
の
理
解
度
に
応
じ
た

指
導
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
ま

す
。

　

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
導
入
に
よ

り
、
学
習
の
多
様
化
や
個
別
最
適
化

が
期
待
さ
れ
ま
す
が
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

使
用
環
境
や
活
用
面
の
課
題
が
あ
り

ま
す
の
で
、
中
央
教
育
審
議
会
の
動

向
を
注
視
し
、
慎
重
に
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

浮
田
議
員
（
再
質
問
）

　

教
科
書
を
教
育
の
現
場
を
知
ら
な

い
教
育
委
員
会
が
な
ぜ
選
定
す
る
の

か
、
何
か
特
別
な
理
由
で
も
あ
る
の

か
う
か
が
い
ま
す
。

教
育
長
答
弁

　

教
科
書
選
定
の
採
択
の
シ
ス
テ
ム

は
、
公
立
に
関
し
て
は
広
域
採
択
制

度
と
な
っ
て
お
り
、
最
終
的
に
は
採

択
地
域
内
の
各
教
育
委
員
会
が
決
定

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

｢

学
校｣

の
運
営
に
つ
い
て

Ｑ�

学
校
の
評
価
結
果
の
解
釈
は

Ａ�

課
題
な
ど
を
改
善
し
、
学
校

運
営
が
さ
れ
て
い
る

小
学
校
・
中
学
校
で
使
用

す
る
教
科
書
に
つ
い
て

Ｑ�

求
め
て
い
る
理
解
度
と
今
後

の
教
科
書
の
か
た
ち
は

Ａ�

確
実
に
理
解
で
き
る
よ
う
指

導
し
、
教
科
書
の
か
た
ち
は

中
教
審
の
動
向
を
注
視
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全
く
先
生
方
の
意
見
を
反
映
し
て

い
な
い
訳
で
な
く
、
意
見
を
聞
き
、

選
定
し
て
い
ま
す
。

浮
田
議
員
（
再
質
問
）

　

「
こ
れ
な
ら
日
本
で
使
用
し
て
も

良
い
」
と
認
定
す
る
の
は
文
科
省
で

す
。そ
の
な
か
か
ら
選
択
す
る
の
が
、

今
い
わ
れ
た
説
明
な
の
で
す
か
。

教
育
長
答
弁

　

教
科
書
は
国
が
検
定
し
た
も
の
を

各
教
育
委
員
会
が
選
定
せ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

浮
田
議
員

　

昭
和
43
年
に
、
国
は
標
準
授
業
時

数
を
設
定
し
ま
し
た
。
当
時
は
目
安

で
上
下
の
幅
が
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
15
年
に
は
、
学
習
指
導
要
領

の
改
定
で
年
間
の
標
準
授
業
時
数
を

上
回
る
こ
と
と
通
達
が
な
さ
れ
、標
準

授
業
時
数
を
最
低
限
の
扱
い
と
し
ま
し

た
。

　

小
学
校
４
年
生
か
ら
中
学
校
３
年

生
ま
で
は
１
、
０
１
５
コ
マ
を
標
準

授
業
時
数
と
し
て
い
ま
す
が
、
教
育

委
員
会
と
し
て
、標
準
授
業
時
数
を
ど

の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
の
か
う
か
が

い
ま
す
。

　

ま
た
、
文
科
省
は
時
間
数
の
検
証

と
し
て
、
小
学
校
の
授
業
１
コ
マ
を

40
分
に
、
中
学
校
の
１
コ
マ
を
45
分

に
し
、
時
間
の
柔
軟
性
を
検
証
し
て

い
ま
す
。

　

令
和
７
年
３
月
の
中
央
教
育
審
議

会
で
学
校
や
教
育
委
員
会
の
判
断
で

１
コ
マ
の
授
業
時
間
の
変
更
や
標
準

授
業
時
数
の
削
減
を
可
能
に
す
る
案

が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
柔
軟

化
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

う
か
が
い
ま
す
。

教
育
長
答
弁

　

標
準
授
業
時
数
は
、
法
令
上
で
定

め
ら
れ
て
い
る
最
低
限
の
基
準
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
柔
軟
化
に
つ
い

て
は
、
現
行
の
小
中
学
校
運
営
に
係

る
制
度
上
で
は
で
き
な
い
状
況
で
す
。

浮
田
議
員
（
再
質
問
）

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
柔
軟
化
は
児
童

生
徒
に
と
っ
て
大
変
な
問
題
を
含
ん

で
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
ど
う

で
し
ょ
う
。

教
育
長
答
弁

　

当
町
で
は
柔
軟
化
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
柔
軟
化
と
な
る

と
、
一
番
可
能
性
が
あ
る
の
は
義
務

教
育
学
校
へ
の
移
行
と
考
え
て
い
ま

す
。

浮
田
議
員
（
再
質
問
）

　

文
科
省
で
一
つ
の
制
度
を
実
証
実

験
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
実
証
実
験

の
期
間
が
終
わ
っ
た
時
点
で
、
全
国

に
発
令
さ
れ
る
危
惧
が
あ
り
ま
す
。

　

単
位
時
間
削
減
に
よ
り
、
児
童
生

徒
へ
の
負
担
が
余
計
に
か
か
る
の
で

は
な
い
で
す
か
。

　

成
績
評
価
の
１
か
ら
５
の
な
か

で
、
１
お
よ
び
２
の
評
価
が
ゼ
ロ
に

な
る
ぐ
ら
い
の
学
校
運
営
で
な
い
と

だ
め
だ
と
私
は
考
え
ま
す
。

教
育
長
答
弁

　

成
績
評
価
は
絶
対
評
価
で
す
。

　

極
端
な
例
を
い
う
と
、
全
員
４
あ

る
い
は
５
と
い
う
可
能
性
も
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
よ
う
な
評
価
を
す
る
学

校
は
、
保
護
者
な
ど
か
ら
も
「
ど
う

か
な
」
と
い
う
ふ
う
に
見
ら
れ
る
と

考
え
ま
す
。

　

授
業
時
間
数
を
減
ら
し
た
か
ら
成

績
が
下
が
る
か
、
そ
の
あ
た
り
は
実

証
実
験
で
の
結
果
が
わ
か
り
ま
せ
ん

の
で
、
判
断
で
き
ま
せ
ん
。

　

今
後
も
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

浮
田
議
員

　

校
則
は
校
長
の
判
断
に
よ
っ
て
、

あ
り
な
し
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
は
校
則
決
定
に
関
与

し
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
校
長
の

報
告
事
項
と
し
て
あ
が
っ
て
き
て
い

る
の
か
う
か
が
い
ま
す
。

教
育
長
答
弁

　

校
則
の
法
令
的
規
定
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

学
校
の
教
育
目
標
を
達
成
す
る
た

め
に
合
理
的
な
範
囲
に
お
い
て
校
長

に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
ま
す
。

　

由
仁
中
学
校
で
は
、
「
校
則
」
と

呼
ば
ず
、
「
生
活
の
決
ま
り
」
と
呼

ん
で
お
り
、
保
護
者
も
含
め
た
協
議

を
経
て
定
め
て
い
ま
す
。

　

見
直
し
が
あ
っ
た
場
合
は
教
育
委

員
会
に
報
告
し
て
も
ら
い
ま
す
。

浮
田
議
員
（
再
質
問
）

　

学
校
の
設
立
は
地
方
自
治
体
、
所

管
は
教
育
委
員
会
、
学
校
現
場
は
校

長
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
教
育
行
政

の
主
体
的
責
任
を
も
つ
部
署
と
は
ど

こ
な
の
で
す
か
。

教
育
長
答
弁

　

校
則
は
校
長
が
作
っ
て
い
く
も
の

で
す
。

　

ブ
ラ
ッ
ク
校
則
に
つ
い
て
は
、
教

育
委
員
会
が
指
導
・
助
言
を
行
い
ま

す
。

浮
田
議
員
（
再
質
問
）

　

結
局
は
、
現
場
の
校
長
に
責
任
を

預
け
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
。
所
管

は
教
育
委
員
会
で
す
。

小
学
校
・
中
学
校
の
授
業

時
間
数
に
つ
い
て

Ｑ�

標
準
授
業
時
数
な
ど
に
つ
い

て
Ａ�

最
低
限
の
基
準
で
、
現
行
で

柔
軟
化
は
で
き
な
い

校
則
に
つ
い
て

Ｑ�
校
則
の
決
定
者
は

Ａ�
校
長
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教
育
行
政
の
責
任
は
な
い
と
い
う

の
で
す
か
。

教
育
長
答
弁

　

校
則
と
い
う
の
は
、
あ
く
ま
で
校

長
の
権
限
で
す
が
、
校
則
の
内
容
が

行
き
過
ぎ
る
場
合
、
校
長
を
指
導
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

浮
田
議
員

　

制
服
や
標
準
服
は
保
護
者
に
と
っ

て
教
育
外
経
費
で
す
。
文
科
省
は
校

長
の
判
断
で
決
定
す
べ
し
と
し
て
い

ま
す
。

　

制
服
の
決
定
に
教
育
委
員
会
は
関

与
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
通
学
関

係
費
と
し
て
保
護
者
負
担
と
な
っ
て

い
る
制
服
費
用
の
公
費
負
担
の
考
え

は
な
い
の
か
う
か
が
い
ま
す
。

教
育
長
答
弁

　

制
服
の
決
定
の
最
終
的
な
判
断

は
、
校
長
の
権
限
に
委
ね
ら
れ
て
い

る
の
で
、
教
育
委
員
会
が
直
接
関
与

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
制
服
は
憲
法
第
26
条
第
２

項
の
義
務
教
育
無
償
の
規
定
の
対
象

外
で
す
の
で
、
公
費
負
担
す
る
考
え

は
あ
り
ま
せ
ん
。

浮
田
議
員
（
再
質
問
）

　

生
徒
の
通
学
状
況
を
見
る
と
、
制

服
着
用
は
ほ
と
ん
ど
見
た
こ
と
あ
り

ま
せ
ん
が
、
制
服
は
い
つ
着
用
す
る

の
で
す
か
。

教
育
長
答
弁

　

「
生
活
の
決
ま
り
（
校
則
）
」
で

は
、
登
校
時
は
ジ
ャ
ー
ジ
で
も
可
と

し
て
い
ま
す
。

　

必
ず
し
も
制
服
を
着
る
必
要
は
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

制
服
は
入
学
式
、
卒
業
式
、
修
学

旅
行
、
校
外
研
修
、
中
間
期
末
テ
ス

ト
、
入
試
な
ど
で
着
用
し
、
年
間
で

20
日
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

制
服
が
本
当
に
必
要
か
ど
う
か
を

先
生
や
保
護
者
も
交
え
て
議
論
を
展

開
で
き
た
ら
よ
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

浮
田
議
員
（
再
質
問
）

　

保
護
者
に
対
し
て
一
度
ア
ン
ケ
ー

ト
を
取
っ
て
み
た
ら
い
か
が
で
す

か
。

　

校
長
の
判
断
に
任
せ
る
と
い
う
こ

と
は
教
育
の
範
ち
ゅ
う
か
ら
い
っ
て

も
お
か
し
い
で
す
。

教
育
長
答
弁

　

今
回
の
質
問
を
契
機
に
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

浮
田
議
員

　

高
校
進
学
に
あ
た
り
、
受
験
校
へ

提
出
す
る
内
申
書
の
内
申
点
の
つ
け

方
は
相
対
評
価
な
の
か
絶
対
評
価
な

の
か
ど
ち
ら
で
す
か
。

　

ま
た
、
成
績
評
価
１
か
ら
５
ま
で

の
格
差
を
是
正
す
る
対
策
に
つ
い
て

う
か
が
い
ま
す
。

教
育
長
答
弁

　

高
校
入
試
の
内
申
書
に
記
載
す
る

各
教
科
の
評
定
は
、絶
対
評
価
で
す
。

　

成
績
格
差
解
消
の
対
策
に
つ
い
て

は
、
児
童
生
徒
が
夢
に
向
か
っ
て
希

望
す
る
進
路
先
に
進
ん
で
い
く
学
力

の
形
成
が
必
要
と
考
え
、
引
き
続
き

基
礎
学
力
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

浮
田
議
員
（
再
質
問
）

　

将
来
や
社
会
の
た
め
に
学
力
は
必

要
だ
と
児
童
生
徒
に
教
え
る
の
が
教

育
の
原
点
だ
と
考
え
ま
す
。

　

格
差
の
是
正
に
つ
い
て
は
、
中
学

１
年
生
か
ら
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
な

か
で
対
応
す
る
の
が
義
務
教
育
で
は

な
い
で
す
か
。

教
育
長
答
弁

　

中
学
校
だ
け
で
は
な
く
、小
学
校
か

ら
中
学
校
ま
で
の
９
年
間
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
な
か
で
子
供
た
ち
に
学
力

を
つ
け
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

由
仁
小
学
校
・
由
仁
中
学
校
の
９

年
間
の
一
貫
教
育
の
な
か
で
、児
童

生
徒
の
学
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
学
校
以
外
で
も
教
育
委

員
会
は
学
力
向
上
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
例
え
ば
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
な
ど
の

配
置
、
放
課
後
講
習
、
漢
字
検
定
な

ど
の
検
定
料
の
補
助
お
よ
び
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
学
習
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。

浮
田
議
員

　
「
子
供
た
ち
が
キ
ラ
リ
と
光
る
」、

こ
こ
を
教
育
の
原
点
に
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

　

キ
ラ
リ
と
光
れ
ば
、
評
定
１
か
ら

５
の
う
ち
、
１
か
ら
３
は
な
く
な
る

で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
子
供
た
ち
が
将
来
に
向
か

っ
て
自
信
を
も
っ
て
歩
き
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
と
私
は
考
え
ま
す
。

　

文
科
省
で
は
な
く
、
子
供
た
ち
の

方
を
向
い
て
く
だ
さ
い
。
そ
う
す
れ

ば
保
護
者
の
期
待
感
が
教
育
長
を
お

お
い
つ
く
す
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
子
供
た
ち
の
成
績
が
伸
び

る
で
し
ょ
う
。

　
ぜ
ひ
そ
う
し
て
く
だ
さ
い
。

中
学
校
の
制
服
に
つ
い
て

Ｑ�

制
服
の
決
定
や
費
用
に
つ
い

て
Ａ�

校
長
が
決
定
す
る
も
の
で
、

公
費
で
負
担
し
な
い

児
童
・
生
徒
の
学
力
評
価

の
格
差
是
正
・
高
校
入
試

時
の
内
申
点
の
付
け
方
に

つ
い
て

Ｑ�

内
申
点
の
つ
け
方
や
格
差
是

正
対
策
は

Ａ�

絶
対
評
価
で
あ
り
、
基
礎
学

力
を
つ
け
さ
せ
る
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野
市
議
員

　

い
じ
め
に
関
す
る
問
題
は
、
全
国

的
に
も
増
加
し
て
お
り
、
対
応
を
誤

れ
ば
生
死
に
関
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
過
去
５
年
の
い
じ
め
件

数
、
い
じ
め
が
あ
っ
た
場
合
そ
の
内

容
や
対
応
に
つ
い
て
。

　

ま
た
、
学
校
で
ど
の
よ
う
な
い
じ

め
防
止
活
動
を
さ
れ
て
い
る
の
か
う

か
が
い
ま
す
。

教
育
長
答
弁

　

１
点
目
の
い
じ
め
認
知
件
数
で
す

が
、
過
去
５
年
間
の
い
じ
め
認
知
件

数
は
、
令
和
２
年
度
は
102
件
、
令
和

３
年
度
は
58
件
、
令
和
４
年
度
は
110

件
、
令
和
５
年
度
は
82
件
、
令
和
６

年
度
は
81
件
で
す
。

　

い
じ
め
の
内
容
は
、
か
ら
か
い
な

ど
が
43
件
、
仲
間
は
ず
れ
な
ど
が
31

件
、
た
た
か
れ
た
り
す
る
の
が
19
件

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

対
応
に
つ
い
て
で
す
が
、
た
だ
ち

に
関
係
す
る
児
童
生
徒
か
ら
事
情
を

聞
き
取
り
し
、
学
校
全
体
で
状
況
の

改
善
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

２
点
目
の
い
じ
め
防
止
の
活
動

は
、
い
じ
め
防
止
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
し
た
が
っ
て
対
策
を
講
じ
て
い
ま

す
。

 

※
い
じ
め
認
知
件
数
お
よ
び
内
容
は

小
中
学
校
の
合
計
で
す
。

野
市
議
員
（
再
質
問
）

　

い
じ
め
防
止
条
例
に
つ
い
て
答
弁

お
願
い
し
ま
す
。

教
育
長
答
弁

　

い
じ
め
防
止
条
例
の
制
定
の
意
義
で

す
が
、
町
、
教
育
委
員
会
、
学
校
、
教

職
員
、
保
護
者
、
地
域
社
会
が
そ
れ
ぞ

れ
の
責
任
と
役
割
を
明
確
に
し
、
早
期

発
見
お
よ
び
解
消
な
ど
、
迅
速
か
つ
適

切
に
対
応
す
る
た
め
の
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

当
町
と
し
て
も
、
い
じ
め
防
止
条
例

の
制
定
に
向
け
て
検
討
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

東
議
員

　

毎
年
４
月
頃
、
町
内
各
地
で
清
掃

活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
特
に

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
の
観
光
資

源
に
つ
な
が
る
道
路
や
そ
の
周
辺
に

ゴ
ミ
が
多
く
捨
て
ら
れ
て
い
る
と
感

じ
ま
す
。

　

交
流
人
口
も
年
々
増
加
傾
向
に
あ

り
、
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
は
後
を
絶
た

な
い
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し
て
い

ま
す
。

　

町
で
は
、
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
に
対

し
て
、
ど
の
よ
う
な
対
策
に
取
り
組

ま
れ
て
い
る
の
か
う
か
が
い
ま
す
。

町
長
答
弁

　

ま
ず
は
、
日
頃
か
ら
職
員
が
公
用

車
で
外
出
す
る
際
に
は
、
町
内
に
不

法
投
棄
さ
れ
て
い
な
い
か
ど
う
か
を

監
視
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
全
域
を
網
羅
す
る
郵

便
局
と
の
協
定
に
よ
り
、
不
法
投
棄

の
情
報
提
供
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

過
去
に
不
法
投
棄
が
あ
っ
た
場
所

な
ど
を
考
慮
し
て
、
ポ
イ
捨
て
防
止

の
啓
発
を
目
的
と
し
た
の
ぼ
り
を
町

内
27
か
所
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
ご
み
ゼ
ロ
の

運
動
を
実
践
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

ゴ
ミ
が
落
ち
て
い
な
い
き
れ
い
な

町
を
つ
く
り
あ
げ
る
た
め
、
ポ
イ
捨

て
に
と
も
な
う
負
の
連
鎖
を
未
然
に

防
ぐ
美
化
活
動
を
積
極
的
に
実
施
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

東
議
員
（
再
質
問
）

　

今
あ
る
対
策
の
ほ
か
に
、
今
後
、

新
た
に
何
か
取
り
組
も
う
と
す
る
考

え
は
あ
り
ま
す
か
。

住
民
課
長
説
明

　

町
内
で
特
に
不
法
投
棄
が
相
次
ぐ

場
所
に
は
、
不
法
投
棄
や
ポ
イ
捨
て

を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
監
視
カ

メ
ラ
の
設
置
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

い
じ
め
問
題
に
つ
い
て

Ｑ�

い
じ
め
防
止
と
の
向
き
合
い

方
Ａ�

い
じ
め
防
止
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
し
た
が
っ
て
対
策
し
て

い
る

野市議員野市議員

東議員東議員

ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
問
題

に
つ
い
て

Ｑ�

ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
へ
の
対
策

に
つ
い
て

Ａ�

不
法
投
棄
が
な
い
か
監
視
パ

ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
実
施
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第２回臨時会第２回臨時会 令和７年５月15日開会

〈
専
決
処
分
〉

●
由
仁
町
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

令
和
７
年
度
税
制
改
正
に
対

応
す
る
た
め
の
改
正

●
令
和
６
年
度
由
仁
町
一
般
会

計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　

歳
入
が
確
定
し
た
こ
と
に
と

も
な
い
、
歳
出
の
ふ
る
さ
と
基

金
積
立
金
な
ど
を
増
額

●
三
川
本
通
り
線
道
路
改
築
工

事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
契
約
金
額
）

　

  

７
，
２
７
１
万
円

（
契
約
の
相
手
方
）

　

  

喜
多
村
建
設
株
式
会
社

 

●
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

（
小
型
ロ
ー
タ
リ
除
雪
車
）

（
取
得
価
格
）

　

  

４
，
２
６
８
万
円

（
購
入
の
相
手
方
）

　

  

開
発
工
建
株
式
会
社

●
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

（
除
雪
ド
ー
ザ
）

（
取
得
価
格
）

　

  

２
，
６
６
５
万
３
千
円

（
購
入
の
相
手
方
）

　

 

コ
マ
ツ
カ
ス
タ
マ
ー
サ
ポ

ー
ト
株
式
会
社　

北
海
道
カ
ン

パ
ニ
ー
砂
川
支
店

〈
工
事
請
負
契
約
の
締
結
〉

〈
財
産
の
取
得
〉

○議会改革推進特別委員会報告（令和７年５月 15 日　第２回臨時会　委員長　早坂寿博報告）
【報告の趣旨】
　本特別委員会は、令和６年９月 18 日開会の第３回定例会で設置され、議長を除く８名で構成し、｢議
会改革の推進｣ について審査を行いました。
　委員会は計６回開催し、これまで議会の活性化に向けて ｢ペーパーレス（ＩＴ化）｣、｢広報常任委員
会の設置｣、｢議員報酬のあり方｣ の３点を課題としてとらえ審査を行いました。

（１）ペーパーレス（ＩＴ化）への取組について
　タブレット機器の導入を主眼において前提条件、費用対効果、課題の整理などの検証を行いました。
　タブレット機器の導入に関しては、導入・運用経費に対して目に見える大きな効果が期待できないこ
とにくわえ、現在の議員の年齢構成や議員間で機運が高まっていない事などをふまえ、タブレット機器
の導入は時期尚早と判断しました。
　しかしながら、脱炭素化やデジタル化、DXの推進など時代背景を鑑みると、議会としても社会的役
割を果たさなければならないことは当然であり、現在、個人の所有ではありますが、議員全員が携帯電
話からスマートフォンに移行している現状から、これまで使ってきたファクシミリによる情報伝達は廃
止を基本とし、無料ソフトなどを活用しながら情報伝達や情報共有、スケジュール管理など着手できる
ことを順次進め、少しでもペーパーや郵送料などを削減し、議会の業務効率化に努めます。

（２）｢広報常任委員会の設置｣ について
　開かれた議会を目指すための課題の一つとして「広報常任委員会の設置」について、前提条件、費用
対効果、課題の整理などの検証を行いました。
　新たに常任委員会を設置することで一定の広報活動の充実は見込まれるものの、常任委員会化が必然
ではないことや委員長報酬の増加、また、あわせて検証を進めた広聴活動の充実強化については、時間
をかけた研修が必要であると判断されることなどをふまえ、現状の組織を基本に広報活動を継続するこ
ととしました。
　なお、開かれた議会を目指すことはいうまでもなく、広報はもとより広聴部門についても、継続的に
視察や研修を重ねながら技術の向上に努めます。

（３）｢議員報酬のあり方｣ について
　当町議会議員報酬額は町財政状況の悪化により、過去約 20 年間、本則の改正がされていないことや
議員のなり手不足解消に向けた全国町村議会議長会の動きなどの現状を確認するとともに、「議員報酬
の推移」、「全国標準との比較」、「空知管内の比較」、「議員報酬のみの問題としてとらえられるか」など
に視点をおいて検証を行いました。
　結果として、現行の当町議会議員報酬の水準は、他町議会と比較して極端に差があるものではないと
判断するものの、今後、全国的に町村議会の議員報酬の水準が上昇することも考えられることから、引
き続き、全国町村議会議長会の動きや地域内の情勢などを注視し、必要に応じて検討すべきものと判断
しました。
　なお、町長等特別職の給料、その他の行政委員会委員等非常勤特別職の報酬についても議会議員報酬
同様、この約 20 年間検討がなされていないのが現状であり、議会議員のなり手不足同様、人口減少が
進むなか、各委員会などを構成する委員の確保も重要な課題であるととらえるところであり、町全般に
関わる報酬額などの妥当性について審査を進める必要があるのではないかということを意見としてつけ
くわえます。
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■
議
会
運
営
委
員
会

　
議
会
運
営
委
員
会
は
、
議
会
が
公
正
円
滑

に
運
営
さ
れ
る
よ
う
開
催
日
程
の
調
整
な
ど

の
協
議
を
行
い
、
議
長
の
諮
問
に
応
じ
る
ほ

か
、
議
案
等
を
審
査
し
ま
す
。

　
　
　
委
員
長　
加　
藤　
重　
夫

　
　
　
副
委
員
長　
東　
　
　
貴　
之

　
　
　
委　
　
員　
大　
畠　
敏　
弘

　
　
　
委　
　
員　
佐　
藤　
英　
司

　
　
　
委　
　
員　
早　
坂　
寿　
博

■
総
務
産
業
常
任
委
員
会

　
行
政
全
般
に
関
す
る
事
項
の
全
て
を
所
管

し
ま
す
。

　
　
　
委
員
長　
佐　
藤　
英　
司

　
　
　
副
委
員
長　
中　
村　
隆　
浩

　
　
　
委　
　
員　
東　
　
　
貴　
之

　
　
　
委　
　
員　
野　
市　
裕　
司

　
　
　
委　
　
員　
大　
畠　
敏　
弘

　
　
　
委　
　
員　
加　
藤　
重　
夫

　
　
　
委　
　
員　
浮　
田　
孝　
雄

　
　
　
委　
　
員　
早　
坂　
寿　
博

■
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
定
例
会
ご
と
に
年
４
回
発
行
す
る
「
ゆ
に

議
会
だ
よ
り
」
の
編
集
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
　
　
委
員
長　
　
佐　
藤　
英　
司

　
　
　
副
委
員
長　
　
野　
市　
裕　
司

　
　
　
委　
　
員　
　
中　
村　
隆　
浩

　
　
　
委　
　
員　
　
東　
　
　
貴　
之

　
　
　
委　
　
員　
　
大　
畠　
敏　
弘

議会運営委員会・総務産業常任委員会・
議会広報特別委員会委員選任
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　７月８日、札幌市で北海道町村議会議長会主催議員研修会が開催され８名の議員が、７月 16
日は妹背牛町で空知町村議会議長会主催議員研修会が開催され７名の議員が参加しました。

研修会に参加しました

北海道町村議会議長会主催議員研修会 空知町村議会議長会主催議員研修会

議会を傍聴しませんか
　定例会は年４回、臨時会は必要に応じて
開かれます。
　事前の申し込みは不要です。
　直接、議場にお越しください。

次回の定例会は９月に開かれる予定です
詳しい日程は、ホームページでお知らせします。

　５月 13 日斜里町議会の議員など７名が来庁し、部活動地域移行の取り組みについて研修を
行いました。
　５月 16 日には富山県南砺市議会の議員など９名が来庁し、病院機能の見直しと在宅医療実
施体制を活かした地域医療の充実について研修を行いました。

ようこそ由仁町に　斜里町議会・富山県南砺市議会行政視察

斜里町議会行政視察 富山県南砺市議会行政視察
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春
先
の
天
候
不
順
に
よ
り

農
作
物
の
作
付
け
が
遅
れ
、

生
育
が
と
て
も
心
配
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
６
月
に
入

り
、
夏
を
感
じ
る
温
か
さ
と

な
り
農
作
物
の
生
育
も
平
年

並
み
ま
で
回
復
し
、
少
し
ほ

っ
と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
私
た
ち
議
員
も
２

年
が
た
ち
、
任
期
の
折
り
返

し
を
迎
え
ま
し
た
。

　
５
月
の
臨
時
会
に
お
い
て

は
、
常
任
委
員
会
な
ど
の
委

員
会
構
成
が
変
わ
り
ま
し

た
。

　
残
り
の
任
期
も
活
気
あ
る

議
会
活
動
を
行
い
、
「
小
さ

く
て
も
キ
ラ
リ
と
輝
く
町
づ

く
り
」
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
町
民
の
み
な
さ
ま

に
は
、
こ
れ
か
ら
も
、
議
会

活
動
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご

協
力
を
、
ま
た
貴
重
な
お
声
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10日　三役会議	 （正副議長室　議会三役）
10日　議会広報特別委員会	 （委員会室　委員）
12日　由仁神社祈年祭	 （由仁神社　議長）
17日　三川神社祈年祭	 （三川神社　議長）
18日　南空知町村議会議長連絡協議会総会
	 	 （委員会室　議長）
19日　長谷川岳政経セミナー	 （札幌市　議長）
25日　四役会議	 （正副議長室　議会四役）

11日　橋本聖子後援会事務所開き
	 	 （札幌市　議長）
13日　斜里町議会行政視察	 （委員会室　議長）
15日　全員協議会	 （委員会室　議員）
15日　由仁町議会第２回臨時会	 （議場　議員）
15日　三役会議	 （正副議長室　議会三役）
16日　三役会議	 （正副議長室　議会三役）
16日　富山県南砺市議会行政視察
	 	 （委員会室　議長）
16日　由仁町商工会通常総会
	 	 （文化交流館　議長）
25日　第七師団創隊70周年・東千歳駐屯地創立	
	 71 周年記念行事	 （千歳市　議長）
26日　総務産業常任委員会	 （委員会室　委員）
27～28日　町村議会議長・副議長研修
	 	 （東京都　議長）
27日　新嘗祭献穀田御田植祭	 （岩内　副議長）
29日　大竹登氏叙勲伝達式	（応接室　議会四役）
30日　由仁中学校体育大会	（由仁中学校　議員）
30日　船橋利実政経セミナー	 （札幌市　議長）

３日　三役会議	 （正副議長室　議会三役）
３日　議会運営委員会	 （委員会室　委員）
３日　全員協議会	 （委員会室　議員）
５日　由仁町議会第２回定例会	 （議場　議員）
５日　議会広報特別委員会	 （委員会室　委員）
７日　由仁小学校運動会	 （由仁小学校　議員）
７日　自民党北海道第10選挙区支部政経セミナー
	 	 （岩見沢市　議長）
８日　由仁消防団春季連合消防演習
	 	 （旧由仁小学校　議員）
10日　北海道議長会総会・研修会
	 	 （札幌市　議長）
20日　栗山地区警察友の会会員総会	（栗山町 議長）
23日　南空知消防組合議会第２回臨時会
	 	 （栗山町　組合議員）
24日　四役会議	 （正副議長室　議会四役）
25日　空知教育センター組合議会第１回臨時会
	 	 　（滝川市　組合議員）
25日　由仁町議会議員ＯＢ会総会　
	 	 （そば処井むら　議長）
28日　北恵庭駐屯地創立75周年記念行事
	 	 （恵庭市　議員）
30日　岩本つよひと総決起大会	（札幌市　議長）

２日　南空知町村議会議員親睦パークゴルフ大会
	 	 （ゆにっPA!　議員）
６日　由仁町ボランティア活動団体連絡会親睦交
　　　流パークゴルフ大会	 （ゆにっPA!　議員）
８日　議会広報特別委員会	 （委員会室　委員）
８日　北海道議長会議員研修会	（札幌市　議員）
16日　空知議長会議員研修会	（妹背牛町　議員）

４４月月

５５月月

６６月月

TEL　0123-83-2111　FAX　0123-83-3020
e-mail　gikaijimu@town.yuni.lg.jp
　　　　　　　　　　　※匿名分は除かせていただきます

議会へ町民のみなさまの声を届けてください
「住みよいまちづくりのため」に、ご意見、ご要望をお待ちしています

連絡先

７７月月

●12議会だより


